
位置・運動エネルギー　標準問題　解説
中学3年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：イ（エネルギー）

ほかの物体に仕事をする能力をエネルギーといい、単位はジュール（J）です。

よくあるまちがい：エネルギー＝仕事をする能力。

問2　答え：ア（高いほど遠くまで動く）

高い所ほど位置エネルギーが大きく、下で速くなって運動エネルギーも大きくなるので、木片は遠くまで

動きます。

よくあるまちがい：高さが大きい＝位置エネルギーが大きい。

問3　答え：ウ（遠くまで動く）

同じ高さなら、質量が大きいほど位置エネルギーも運動エネルギーも大きくなります。

よくあるまちがい：質量が大きい＝エネルギーが大きい。

問4　答え：イ（約4倍）

運動エネルギーは、速さの2乗に比例します。速さが2倍なら、2×2＝4倍になります。

よくあるまちがい：速さが2倍→運動エネルギーは4倍。

問5　答え：8cm

考え方

1. 20÷10＝2倍

2. 4×2＝8cm

よくあるまちがい：比例の関係を使う。

問6　答え：ウ（位置エネルギー）

高い所にある物体がもつエネルギーを位置エネルギーといいます。高いほど、質量が大きいほど大きくな

ります。

よくあるまちがい：高さ→位置エネルギー、速さ→運動エネルギー。

問7　答え：ア（力学的エネルギー）

位置エネルギーと運動エネルギーの和を力学的エネルギーといいます。まさつなどがなければ一定に保た

れます（力学的エネルギーの保存）。

よくあるまちがい：位置＋運動＝力学的エネルギー。

問8　答え：下の例

はじめの高い所で球がもっていた位置エネルギーが、斜面を転がる間に運動エネルギーに変わった。その

運動エネルギーで木片に仕事をして、木片を動かした。

採点のポイント：位置エネルギーが運動エネルギーに変わった／運動エネルギーで木片に仕事をした（動

かした）

よくあるまちがい：エネルギーの名前を正しく使って、順に書く。
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